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⑩図⑩⑧医療講演会湘談会を終えて
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吐く息む一段と白さを増し熔めた､去ゐけ町ワ曰は片績２

時より北海道難病仁づマーにおトフ聡暢代と医療涛鰐七相

談会が行折申回しブム

　

参慨膜恥心配坤Ｊし几爪工員沼名、保健婦さん合ゐ、

会員以夕圀方と愚菅家族/2ゐと于ずＪずの集みﾉでした．

　

会員０中によ遠く釧路や忽水首がヽら慨席され几方々、ま

入院中マありながらわざ｀わプ外出許可を?ﾝらっていらっし

らっ几方．本当にお疲れ様７した．

　

まず,友の会口方から友の会の事を中心二健秦保険法改正

によべて変づﾋ特定疾患の手鏡冬(ｱ)方法.物瑚反売ご協ﾌﾞﾌＧお

願し万どについマット寺支部長より説明がありそ(刀後講演会

にうっり言した。

　

市立札幌病院研可野先生による、スうイドを便っマ(ｱ)膠原病

の症柊種靴こ熔が八SLE(7i治療･生方指専指針を中/じに

別表と資斜)を便つての説明が加はした。

　

次にう吠病院口衛川先生よりＳＬＥ以ﾀﾄ叫脈廊ｱ)症状と

生方指導指針についマお月レマし管だｙ途中マはサーモグラ

フィーび'う最新の凛械を便って朗研究や、恵者方んが犬番病

- ミ



気について知りたいと思ってしヽることを閣りたアンケートなど

/ヤヘん興味深しヽお話を交え７(乃講演でした.先生方の/ｎいへ

ん解り易い説雨で聯肋腸ぎる口乙忘れて胎さん熱じに附い

ていら・7しやいＪし八．

　

争心馴稔かなり超過し↑廓μ絵にうつりました.相談会

でば会員以ﾀﾄの方から積極的に質問が出さ札時間が短かぐ

たいへん申し訳なかったと反省して沁ぼす．

　

今回J.「膠原病(ｱ茄療と生洽涵導）というテーマで、家庭７ヽ

の日常生活(乃こ乙が中心だづこＱ７、皆さんにいて身近で．

かつ大切な問題として閣しヽマいただけたことと､町います.参加

マヽきなか・几方印剱紅係養生活のお役に立７れば幸いです．

l･--------･------------P---F--P-･--------や-PPfp-･-P二-･--･二
｜

　

難病センターは，このようにご利用いただけます

　

ｉ

●,-｡,･,･-,-･---,--,ふ･-,-,･--｡｡,--｡｡,-｡,･｡･｡｡｡｡Ｊ
相臍皇―医療・福祉制度一年金・福祉機

　　　　

器・法律などの相談とアドバイ

　　　　

ス。電話・手紙・ご来所，いつ

　　　　

でもど･うぞ。（毎週月曜日～金

　　　　

曜日／午前10時～午後５時）

会薬室‐患者会・障害者団体などの会議

　　　　

・講演会・研修会などにどう

　　　　

ぞ。ビデオ,スライド.OHP.

　　　　

襲写機，’録音機など，各種設備

　　　　

を用意してあります。

宿泊室一入院待ち,通院,お見舞いなど，

　　　　

患者・ご家族の方々や患者会な

　　　　

どの会合，研修会などにご利用

　　　　

いただけます。

　　　　

定員16人／和室（４）・洋室

　　　　　

（１）

　　

｀

安全設備一あらゆる事態に備え，万全の

　　　　

設備を備えています。安心して

　　　　

ご利用下さい。

その他―福祉機器の展示，相談，患者会

　　　　

活動のための印刷設備などご利

　　　　

用いただけます。

開館日－１月７日から12月27日まで（臨

　　　　

時休館日があります）。

　　　　

利用時間は午前９時～午後９時

　　　　　

（会議室）

　

一般の方もご利用下さいい。

２



膠原病(;り泡療と生活指導

全身性エリテマトーデス(SLE)について

　　　　　　　

市議幌病院オ3除t一河野通史先生

　　

膠原病とはどんな症伏が出る炉、としヽうことから簡単に

　

始めてい沓たい乙冠ヽいま寸.

①膠原病を疑うべき臨床症状
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節
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炎
膜・心膜炎

膠原病を疑うぺき臨床症状群

因不明の発熱(FUO)
妙な再発性の皮フ発
発性・移勧性多発関

再発性ないし持続性の
抗生剤に不応性の肺炎
レイノー現象
特発性心筋炎
いわゆる亜急性細菌性心内膜炎に類似した症状
ネフローゼ症候群
血小板減少性紫童鰐
溶血性貧がI（急性あるいは再発性）
無菌性髄膜炎
ワ氏反応生物学的偽陽性
反復される薬剤反応
生検上、軟骨変性．勣脈炎、筋炎．

　　　　　

リンパ組織増殖、糸球体腎炎を示す所

　

ﾐま１)馬鳥随疑うべき臨府i㈱匹ヽうこと７、卸励よう

な症状が出マこないのに発繋すゐ､原囚の解らない発熱７す．

奇妙９必叫咳膚回鯵が咄ゐ．関節炎が出ゐ．関節炎と

関節痛いヽうＱはちよ･叱漣いましマ．関節痛しヽう(利また

だ痛むだけマヽｔ仲どむ、関節炎しヽうａは熱砂

によっては赤くなっマ痛くなゐ、そして腫れる．自覚的にば

牌側乱叱が､何到季丿激されて咳がtts*というような胸瞭



軋ある州丁動･4ガオる/巳牌奥７４，し･f/一現象。こ沁jl冷

八い所に出ると手ゲ白くなっマ。そ(ｱ･あと黛色になっマ治ゐと

レう現今で岫白雲寸二恕椎φ色調の新しが郵ﾉ、ないものJレ

イノーとに言い首せん。伍臼席がヤなり出マむぐみが出ゐネフ

ロー

が出ゐ、これは血/j裁が減ソエめに出ゐ紫卵豺寸。希血。

騎擲りな印丿莱剤に対万ゐアレルず一ｸﾞり吽に玲いことマリ。

あどでも話をしｊｊが､ペニシリン(卵礦

率でみられます．Ｊような症絢汽ヽくり力ヽある場含こは一応

膠県病を誕っマみま寸。

　

それともうご高知でしょうが､膠原病しヽうのは病気(城球r

でば和μせん｡病気ひ集まりマ･廓膠原病ａ中には６つ即

気があけます。

②膠原病類似疾患

　　

次に卿印聯種類に入りま兎

　　

順|生関節りウマチ、全身性エげテマトーデス．リウマ手勢．

　

全身絃絢灸症あ乱ヽは強皮症.戌膚筋炎あか､･L衿発匯筋炎

　

結節性動脈同困炎あゐい埓発舷動脈炎．この６つが古央的

　

な膠原病マ･ｊ．

　　

こればどうしマじ､ヽうあμ乙うお聞きになっていゐ７しょ

　

うが、円幌琲バッレンペラー匹ヽう鳶環膠者がフィブリノ

恥



イド疲程という乖囃約な廊ﾋを見つけ．そ(7)変化を特徴と.１

ゐ病気を糸ず八(乃でヽす.七ころが２年膠には．クレンペラ一

自身がこの名前f寸けば間違いであったが乙しれないと言っマ

いゐ必７すそれはどうぃう意味φヽと言いｊ寸と、要するに

病気(フ)屑作ごにされてし言う可能性があゐということで寸．

何か分らない病気乞みんな膠原病と.言い切ってしまケそう

いう原省をクレンベラー白身がめ２年後に出しマいるので

ｊ．どころがそれから乙う妬年くらい経っマいゐいですが、

そ(腸ひ年問にまだそうぃう誤解(?)ようゐ?６の炉吋しば残っ

ているよう７呵．

③ＳＬＥ診断基厚ぐ新旧,）

　

SLEO診断

基準というのは．

ARA-アメりカ

リウマチ協会で

1971年に決め

戸こもの７す．し

かしそ(7)撞改正

されまして．
゛７

‰．ｓ

れが冷便っマい

　　　　　　

全身性エリテ々トーデス分類の1･･2年改町蕃準

ｌ歯形ぎ|r甘

２円板状ループス

３光噪遇敏盧

４口腔濤瘍

５関節炎

　　

－

６漿鱗炎゛

　　　

(al胸膜炎，吻S心細炎

７讐鳳害゛

　　　

(ａ)持続性蛋白尿, Ib)細胞性円畦

８押経阻害゛

　　　

iamm, (b居睡

９血液阻害・

　　　

圖溶血性貧血, (b)白血球減少, Ic)リンパ球波少, Idl血小板減少

10免疫異常＊

　　　

(a)LE細胞陽性, (b)抗二本OIDNA抗体か禰常高値. (c)ttSm抗体, (d)梅嗇

　　　

血清反応偽陽性

11抗椎抗体

*2-4頃目中卜頁目を満たせばその郎分の基準を満たす。

○提冨され'た分噛は11の基準に基づいている。喰床研究において患者を同迪する

　

崎合，Ｈ基準中４蕃準以上か，観察期間の晨さにかかわりなく，順次もしくは

　

同時に再たされるならば，被検者は全身性エリテマトーデスの窟者と診断され

　

る。

る基準７･１．この方が． この病気７４｀りく､を診断'4‘る率が少

タ



　

なぐまたこの病気７･あるﾒ、を逃が寸確率も少な､、ヽので１．

　

一番違うのはレバーと脱毛や阪なって、腎職の降ぢがひ

　

とつにまとめられ/こしう烏乙す。それがら免疫障害がひ乙

　

つにまとめられ几二しそれから拡核抗体を別にひとつの項

　

回にし友とイうことて竃その中がらレイノー席抜けた理

　

白は、レイノーを入れること､によって他湖蓼原病を５」とと

　

診断しマしｊう確率が高くなるこどが分った(?)て憚いたわけ

　

で寸。

⑨ＳＬＥ(抑図澪因とその対某

⊂)要因
口治簾法

　　　　　　　　　　　

f腎丿

　

発症皿

的な｀乙(ｸ･か含め几素因グあっマ．そ(ﾌ)素因(ｱ)芦勁に免疫学的

異常が出マくゐとされマいま寸．曰光.妊娠、出産.薬剤な

どによバ炎症が起きｊ竃ｊると臓器障害にいくこともあ

りま寸．治療としては．この免疫異常を抑えるため(7,方法も

あります．それがら抗句躇Ｌ痛み止め.腎障害がひムヽ場

６



翔こ1躇析を噪けなけれ1剱'りｊせん．

⑤ＳＬＥの冶療

SLEの治療 二
／．安

　

静

２.、副腎皮質ステロイド；急性期には／日

　　

印｀印可より開始、症状により増減

ｊ，免疫抑制剤：エンドキサン、イムラン

　　

など（とくにたん白尿に対して）

4乙.･非ステロイド性抗炎症剤；（発熱、関節

　　

痛、たん白尿に対して）

ぷ.クロロキン；（主として皮疹に対して）

乙､･抗生物質；（感染症に対して）

　

､訓生期には安静にして．副腎皮質ホルモンを炉なり大量に

僕う、それがらこうしヽづこものマ･抑えられないもの、特に蛋

白.尿に対しては免疫抑鮮剤などをｲ更うことも和ﾉま寸．しか

し痛み.関節炎などについては非ステロイド制(ﾌ)漑炎症剤

だけ７･よい場合乙和層竃ステロイド剤をｲ更わなくととﾉ、

良い症例も中にはありま濯．

　

それがらこれは曰本ではあおﾉや．マいませんが｀、主とし

て皮疹に対しマクロロ午ｙを撲うこと乙れぼすそれがら

感染に対しては抗生物質浙寮を行ないます．

⑥裁診茸バ別生存率

　　

吻貧ば、なぜステロイド療ぬμ溥ヵヽというお話をしたし’

　

と思います．

ワ
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１

　　　　　　

９６％
--一一Ｊ石和49年～ｓ年（Ⅲ期）

9rX

心昭和44年～48年（工咽）
μズ

昭和Ｓ年～43年（Ｉ期）I

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９幻

　

U 12年

　　　　

経過年数

初診年代別の生存率

　

ＳＬＥ(ｱ宋窓て･､昭和お年～祁丿陽時に診断ｊれたＸ､即経

遇累積(ｱ)生存率を見了みゐと.5年生存率で冴Ｚくらい７す．

これば海療があまりうまくいかなしヽこともありまマレ診断

が捕1ｽﾞ)｀つたしヽう事乙ありま万．ま八感染こ対寸ゐ刈突ｙ)仕

方などし連々(?･要因がある力ヽもしれません．土のＩ期の時代;．

はぎ年生存率畑ﾄ剌砥かったということです．皿期になり

ま寸とざ年生存率び肪Z7万力｀らや万り上が｀つマいＪ寸.ぶ3

年ぐぶ3年に初診で、ぎ年後が認年です力ヽら最齢ｱ)統計です.)

で見ますと9外ま７･上がっマいＪオ．つまりぎ年収明に死ぬ

人はほどんビいないということ７す．これ程連歩したといえ

ます．

＆



⑦ネフローゼ疸屍昨酬弛率とステロイド収与曼

累
積
死
亡
率

％

壽)･

１

・色
－期

２ ３ ４

5年

　　　　

経過年歓

　　　　

ステロイド

　　　　　　　　　　　　　　　

大量投与
ネフローゼ症候群の腎Ｆ全による死亡率と
ステロイド投与量の変遷

　

次にどうしてこれ程17に進歩したヵ'じヽうと.におは死

亡率で見マいるわけ７･すが)1期、一番早い呻べにはステロ

イド(乃大量療法はほとんどやっていない(ﾌ)です. 22-/び

で寸．Ⅲ期になりま１と、冷酒比率μﾜ5･Zに６なっています．

こう寸ゐと泰明に死ぬλがすなくな｀つマい１寸.先程吝った

ように、診断刎時期が早いとか．その他いろいろな要因はあ

りま寸が、ステロイドを大量によ手1ずえゐようにな・マか

ら死亡率グ下がっ八ということは事実です．こ､;りようにステ

ロ/でドガ非常に宿い草マ.･あることは、ある面７ヽわヵ、ゐヵヽと思

い才寸．

　　　　　　　　　　

コ

９



⑧ステロイドの副作用

　　

こ(7〉薬に涙い方が

　

よければ死亡率を下

　

t烋りする薬な(ﾌ)で

　

１が、藁はどんな薬

　

7-t$'iimが必ずあ

堕　症
消叱性潰瘍，精陣障害，吸症感染呪，血

栓，殤栓

中等症
脊椎圧迫骨折，筋力低ﾄﾞ，糖尿病，白内

障，緑内障．高血圧症

軽　寵

異常脂肪沈着（淘li様船視など），多毛，

義血斑，皮膚線条，発汗，興奮，浮腫，

月経異常

り、特にこ(7)ステロ.イドは腫如喩丿作用か衝りま寸．二れに

ついて分け方はいろいろありまずが｀ご重μな副ｲ乍用として、

ます裁瘍精岬障告､重病鴨師1､冴れが'ら血養.中等症と

しマ骨の齢巳､筋力低下､贋卿肋｀どがおﾉま本昔はこの

うち血栓を除しヽた6つを重症と言っていました.次によく見

られゐ爾まムーシフエノfスで寸に台療匈哺月には冷毛がR眠

なピも見られjｔ

⑨ＳＬＥ測刮妙陛病態の分類

　

ステロイド･z)菰酎曼を

考える睡にＳＬＥ(７)浩

動他測琳淵呻に重要

になっマきます.重症と

.すゐ

柵唖

　

ｉ．ｌ帛

　

11笥簡炎

　

Ｓ胸膜炎

　

１心外瞑λ

　

Ｉ紅斑

　

!･ ,冊膜・心卜襖,こお.・'i ■?a o硬出液貯留

重嘔

　

１ループ･ｘ脊灸

　

Ｉ CNS ルーツx

　

゛l，溥血!1孜畠

　

1.血小枝減少性紫斑鍔

　

１急性y)血廿１,こよる楓●皿血

　

１胸裏・i･外膜,こお.ずる多皿の浸出液貯留

/○



　

それに購神障害6出マきま寸が､そうい､た吻帖剛鰍:の症

　

び九血液の方でば斂碓噴血、血丿泰減少症｡･それから臓

　

器の虚血ぐ血管炎による威訟体血)､め幾大動り浸出液

　

貯留です。なお、同じ漿膜炎で乙希K液炉戸量貯留する㈲

　

は軽い６(刀だと考えてょしマしよう。

⑩ＳＬ已におけるステロイド療法

　

これもちょっと石しヽがｔ

しれませんが､刺花量は表

の通りです。

１

精神・神経症状を星するものブレドエソ

　　　　　　　　　

恥皿≪Cl B,分3，女後l

１；心タソポナーヂを起こＬたとき

　

V

　　　　　　　　　　　

恥tag Ci ｉ， 分3，食後）

Ⅲ；澪血性貧血（特にヘモグｇピｙ

　

fﾀ

　　

il8.0c/d/以下），栓球減少

　　　　　　　　　　　

SOtob C] B.分＆食後）

iV:ネフｐ－ゼ甕償耳

　　　　　

n

　　　　　　　　　　　

60nig Cl a.分ａ食後）

Ｖ：ループス胃炎

　　　　　　　

〃

　　　　　　　　　　　

40x㎎（1 S， 分１食後）|

Ⅵ；心筋炎，心Ｉ炎，昨高血圧症，

　

”

　　

ｌ

　　

ループス蛉災

　　

恥ｍ名０日，分ａ食後）l

Ⅶこ蝶形紅－爪月囲紅1竃

　　　　

〃

　　

｜

　　　　　　　　　　

15～20m≪(10,分ふ食後y

－：他の非ステロイド系抗炎定剤

　　

〃

　　

；

　　

が無効な関節炎

　　

lOmg (IB,分ふ食後）

⑩パルス療法

　　

ﾉ忙ス療法しヽうのにＬメチルプレドニゾロシをipOOmq.

　

５日間連続投与しマ、疋叫麦、経口のステロイドに変えマリ

　

ぐしヽう八ヽわばショック療ｊ､みたしヽびものマ･す．こわは本

　

釆.喫御植の際に拒絶反応が出る(乃を抑えゐた助に開発され

　

た療法です．けれどど･こ(?)方法ですると、経口(7･又テロイド

　

叔与量がかなり節約でさる訳てヽ寸.なぜそうぃうことをする

／／



がｔいりと．ひと1つば大量の鮮ロステロjドでうヨくいが万

い症例が和けオバ)うひどつはステロメドの副作用を少な

こしたい．そのために長く畿んマ･いゐスーテロjドをなゐぺく

早く滴量て･ｊないｽﾞ)ヽという考えです．

図血漿交換施行法

　　

ステロイドにいろ

　

ヅヌ)な副作用が噛っ

　

フ使え,ないというべ

　

に血漿交涙療法があ

　

ります

　

二戸は血夜

　

中に自分口細胞に対

　

贋ゐ抽本及ぴそ(乃

　　　　

①冷おｎ液

　　

「－

　

→,
ぬ

←無鮮凍廠ぽ

＠血球洗浄

　　　

↓

　　　　

(2)採血巧004

　　　　

。れ４

　　　　

血球

λ

血漿

((2)一一G》･Ｏをく･ﾉ返し｡⑤を住入)

勉則喫谷本など妁ぺμ屈九ヽゐので、それを取･ﾉ除こうと

いう考七打ヽ、一着最初に行なづｎのは次．ようび方までオ．

　

まず遮者１ん力､ら釦0砲くらい採血しマ遠じに回して、血

ガと血賃に分離しま寸．そ(;りうちGり(抗体などが含まれ乱ヽ

る方帽血漿を捨ママし酋っマ、血球だけをそ(ﾌ､まま体内に

返し血漿としては新附:1｀凍紹χ､のjn栞を入れマれぼ本

そ(ﾌ)際､血液を釦0．躬莉ゐことで似圧低下を起こさなヽ､、ヽよ

うに屈虹(7)前に血液を入れま寸．これが最初に行な．瓦血

漿友漱療法助包行法で１.
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疆到鮫万機療;知)吼疫系に及ほす影響

／

　

血しよ.う交換の免疫系におよばす影響

除

　

去

Ｄ免疫複合体、抗原・抗体

２）急性炎症性反応

3）中毒性物､質

｡2｡増

　

強

　　

1）補体

　　

2）凝固因子

　　

3）オプソニン因子

Ｊ。修正（（回復）

　　

l）細胞性免長

　　

2）網内系機能

　　

3）ブロッキングフこ汐ター

　　

どういうことが良いかひヽうと、免塵障台体､血漿り=・(ﾌ･漑

　

原･漑体、炎症反応｡中奪肢の物質など御薦μ町さるとい

　

うことです。それから入れゐものにもよりますグ､例えは補

　

体バ疑固囚子じヽうようび免疫機能を高めゐような乙(ﾌ)が補

　

充されま寸。それか仙ンパ球による細肥性免疫を回復させ

　

ゐｵ縁炉あるわけマ･菟

収量瀬液に由来寸る副作用

　

アルブミンや

峠糾紅漿

を入れマx!?ゐの

マ寸が、･その置

瀕液に由釆寸ゐ

アルブミンまたはPPF
/ a）

b）

出血傾向

ＡＴ一肛低下

｡2

J

ダ

ぷ

低血圧（とくにPPF)

４低下ヱ抗体リバウンドの前制

サクシン使用麻削後の遷延性無呼吸

血液稀釈

.3



　

諏｣ｲ乍用ががなりｉます。･それがここに挙句㈲簾な6Qで、な

　

んどか改喪しようしヽうことになりｊした。

⑩草剤誘起性ループス(7原因薬剤

1.頻度の高いもの

　　

ヒドララジｙ，プａカイソアミド，イソニアジド，

　　

ジフｚニルヒダｙトイソ，Ｄ-ぺこシラミソ，タロ

　　

一ルブローマジソ

2.頻皮の低いもの

　　

レゼルピゾ，アロプリノール，キｓジｙ，メチル

　　

ドーパ，ぺ＝シ９ソ，ストレプトマイシン，サル

　　

フア剤，グリ七ｔフル.ピソ，プ・ビルチｔウラシ

　　

ル，経口避妊薬

　

薬剤によって5LE<?)ようね症ダが起きるということがあ

りま寸バ汝らと言っマ、５ＬＥの人がこ(乃藁を飲んだこと

によって悪くなゐかというこピとは少し建徊りですがト一応

注恚して便わなければならない、そういソ湧のを挙げてみ

ました．これは生活謳叶の表の中にかﾉし書い了ありますひ

で、あとマ･よく見マいたださたいと思います．

　

こ口薬剤については、医者の方む注意しマ粳っマいゐわけ

マｊ(ｱ)７･、思者さんの方はそういうことをきちんと知バい

マづ翻1しへヽろ所に尚≒マい拠球則/じ配はしヽら乱ヽ

と思いますが､そういった泣魚以要と偲います.邪論とし

マは､原因となゐ薬剤を止めればムヽ･ｱ･で乱止め絢珀復

するしヽう(;りが､薬剤恂レプスの糊制吋．

- /￥



⑥膠原病の増悪因子

疾患名 増　巻　菱　因

S LE

PSS

DMPM

PN

日光，寒冷，妊娠．分娩，業物．感染，外傷，Ｉ術，過労

寒冷．過労，精神緊張．心身のストレス．運動不足，喫煙

筋肉労働，精神的なストレス

過労，薬剤．感染

　

ズにど･ういうこと1をしたら思くなゐかぴヽうこと７･すが、

これも生面討畑中にあります．日光､寒冷.妊娠.分娩な

どです.妊娠についマは､撞７･詳しいデしターが池てきま寸

（簡単にぎえば妊娠の初期には悪ぐｱyることが池汐きい・

それど分娩後乱芒くなゐことが聊い．けれど力中期､後期に

●）いマはあまり廊いないことが勿いよう７す．二の場含よ

まず痢共を産む咄ま犬ズ夫かどうか、という問題がやぱて

ｊｊ寸がyこれについてはコントロールがよく割

に測しマは､腎貳の障害が軽ければ旬咤邨和七になっマきマ

いゐ、と考えマよ乃レヽと思います．コントロールカ億ヽし俵

であゐと（病気内確定7jゐ｀いまま妊娠した時には､悪化

け丿すゐこともあ‘ﾉま兄姉て分娩後は悪くなります．

そうい丿ここと７≒ネフローゼが前面に出ﾏくるようなこど

石みいよう７･す．

!Ｓ　-



⑩ＳＬＥ邨急性増悪の誘発因子

SLE急性増悪の誘発因子

誘発因子 例　数 収

日　　　　　光

寒　　　　冷

妊娠　・分娩

薬　　　　物

感　　　　　染

その他

予　防　接種

不　　　　明

　jぶ

　２μ

　｡２／

　／ぶ

　/､y

　/j

　　｡2

2S2

　＆。ぶ

　､ﾀ，９

　､ﾀ。。２

　ｊ ，．９

　ｊ。。２

　ｊ，。２

　θ，、ﾀ

ぶ？，ｊ

尉 μ∂７ ／∂∂・　∂

(勝正孝らｊ摩生首特定疾患SLE調査研究班)

⑩ＳＬＥと妊娠

　　

これは．あゐ所

　

台禽影祁袖ｌタ

　

ーでＳＬＨＣＡ発角

　

前と発病後で､妊

　

1娠の旧数が｀39回と

　

61回あります．

発　病　前 発　病　後

妊娠回数

iE常分娩

異常分娩

早　　　隋

自然流産

人工流産

死　　　産

経　娠　中

38

25 (67)

　1

　1

　3 ( 8)

　5（13）

　3（8）

　○

61

18 (30)

　6（10）

　6（10）

　9（15）

12 (20)

9 (15)

1

勿剛如ほ常分娩が外力｀つたが'.発病後ぽ防なしヽ．流産や死

産6きし｀という結果が出マいます.きしこく;;りが一ターも少し

古い７ヽマレきちんとコントロールされてし｀ゐﾒ､とそう７･な

い人とが混っマいゐ統計７･寸．
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＠妊娠時期別愈し

　　

いつ鳶くなった炉．そ

　

の妊娠の全期に●)い７正

　

常と異常に分けマ書いマ

　

あるのですが､分娩が:正

　

常マヽあっても、そ(ﾌ)挿は

　

loo%M~くなったとあり

　

ま寸．つまりよくコント

　

ロリレされた人でか妊娠

び恥fjBl I tりJ.‘･l　U.r^OI i　ｆ｀･，.4 1.1･j4

iV.

･4

肺

||llh㈲

　r､1.

I

I

μ

'･1

|||||!11

　ふ'|然J

l

。。

≫ JO　騨卯　即濁　加算　≫ 30 40代代　lt代　lt茂　lt代　ｉ代代

レ出産寸る時には哉免後.一時的にステａイド乞増々･さな

いど悪くなゐことが印いので吋．したがってそＱ時期には、

ステロｊドをある程度増々しま寸．これは早期に減曼しマよ

ろしいの７≒こケすおばはどんど思くならずに分娩すること

がでさづ寸．

　

冴れでば．生活指犀指針に瀞りま寸.一別表１

　

参汐､一

覚解期ど絢Ｌ中尊症､重症しヽうように胴↑マいますが、

こ(?､判便の基準L諦jえばブテロイド(ﾌ､量μ(プレドニン頻

算の量になっマいま健)覚解期には釦丿以下と勧マし｀ます．

こ(ﾌ)表がら＆9以下で万ければ寛解期とば吝えないのが、

というよ引拷えられまずとノ几問題屑あるがヽと泥われます、

老の人によ．マ、ヌテロイドび)維持量･とｕヽうのは心｀すi1う(;り

で寸から、､それは診心ヽ如渚とよく話をしてみて、畦㈲)

/7 一一-



採抒曼はと効くらいかどいうお話をお聞きになゐ(ﾌ)がよし｀と

眉います.妥封摩､運動蔓かＪぽ健康人と同祥じなっマ･､.ヽま

才が＼これ仁くによ。マ遠づしヽます痍拶が残ら仏六トう

にすればム巾けで札看亭ばバラシスよく取ゐように式を

/８



　

それマ･あど葦についマフ･すが、れまり/yニシリンは庫疹の

率もダがり高い(ﾌ)でなるべく避けた方が｀いソと思しづす。

　

以上で終りまず。

犬釧努地区医療講演会,屈部会･交流会を次6り曰程

マ朔催し頃します

◇

◇

と

と

　

５：

ころ：

３月３日田）

釧路市使者薦祉センター

　

釧路市旭町釦/霞助嶮り/ざ6ダ

〈交流会･相談会〉昨30～12 ■･30

〈講演会〉13 ･■00～ぷ00

　　　　

9馴俯印嫌‰療貳指導について。

　　　　　　

知医歯馴1丘鍵岬絶断牡孝

　　　　　　　　

中井秀紀洗生
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ＳＬＥを除く膠原病(ｼｴ41瞥)についマ

’北毎道ﾒ渫医学邸附属病院オ2内科

　　　　　　　

佐川昭

　

先生

　

ＳＬＥ以夕卜ａ膠原病､穐濾胞i､夕硬性筋炎あるいは戌膚

筋炎。シェーグレン症候群といった疾患について生洽抑溥よ、

何が大切かという乙じをおあしたいと｡思いま寸。

　

皆ごんＵ今まで｢漕沸沸友(ﾌ)会丿｀､病気について講演会や自

分達(ｱ)勉強会な｀どで。病気について基本的な知識をiりっていゐ

と思いま寸。今日は玉に生活抽導ということで､患者､ぎん白身

で考えてどのようなことに気乞つけ/'こらよいのか。ということ

を知る(乃が本曰(刎引県７ヽｊ。

　

それにばまず刺客と二なる櫛気叫勃絃というのを知って、･その

病気が七のような障害色起こすのが、そしてそ(ﾌ)障害がどんな

状態マ飛く口か、それと現在嘩害に対して病院にﾌﾟt)｀かっマいゐ

方ばどこまで病院の滝療で治る(ｸ)ｽﾞ)ヽしヽうようなこと、ｊ几逆

に言うと治せなリのか。あるところまでぼぢ療マヽｊゐけれど、

そお以上でごない限界どしうのを皆ｊん乙感じてゾら。しゃる

かと思う(ｱ･７ヽ寸。そうい､几ことをある漑度は知っマしヽマほし

しぺそれからビういっ八病気を新たにｲ衣湯いのｽﾞ)ヽということ

を知乃二乙石大切なことだと思しヽＪす。それど心うひどつは、

病気を悪く寸る奪因マ･玉そのことについて最初ちょっと簡単

一一
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に触れマ、冴しマ具体吻こ恋着さん自身で考える場衝心何を

考考しマし｀つたらよしヽか、とい冊ヽうに話しマしヽきたいと思しヽ

ます．

　

それでは､ま雨各レマＰＳＳ､(強皮μ.全部生(;り強廊勁こ

ど７す.)笏硝俯炎ある叫獄膚筋炎、そしマシェーゲレソ

症候群､(入－ブレソという先生の名前で竃)爪ヽだいこの３つ

味息につしヽておあしようど思しヽます．まず.疾患淵4徴とい

うのをあ徊辨知回おくということ．それがらどこめ訥よ

うにやられＷ)ｽﾞ)ヽということ．そし７冶裾嵐(一繩て引き起こ

し汐右ヽ病気)それと頭派治療を受け孔ヽるﾆ方であれ:i:' m%

で受けている治療がどうぃう内容吸)のなのｽﾞ)ヽ、どこまでヽコン

トロールでｊゐのか．ということ‾につい７お話しようと思しヽＪ

寸．それから劇謳仔

　

こうしヽう点についマ考えて、自分び)７･

ｊゐことは何o｀七考えマいった方が解･腸しヽのじ・ないかと思

いＪす

　

ちょ北話がずれマしましヽますが､厚生省満帆燦７･は膠原

病をはじめ．５乙とだと.ダ、あるしヽは白こ免疫疾もり)ヽ、いろ

んなテーマを将っマいろんな研究会を何祁犯親け７いマ、非

常にたくさん(哺皓をがしマいます．そこマ私達心それを利用

しマ．それに基づヽいマ忍者さんを診がﾉ、函ゐしヽは部雌漣め

マいったりしマしヽゐ(?〉７すが､今日この印?F付わマし･る生活指

溥坂針.これら厚生粉研究厚司方方・関マ､まとめられたひ

22



とっの案マ.･す．どころが､;それと1訴訟と.こゐに．ちJ:つとま碧

医と忍看７んと岬月俸吊いマ普段と変わ丿≒恥ﾉ上げた方で

出ｊれ/于溶があったの７ヽ、ちょっと話をしマおｊたいと思しヽ

ます．

　

誉程は主崩ぎ(ｱ)T訟ビあ訂出場初にどうぃう症状がｊつか

け洽剱刀病気に勧ﾉましたヵこjあ乱ヽは「そ(ｱ)時はいくつ７･し

/七炉Ｊ他にわそ(乃時.太陽に当几らな寸ったか、あるいは寒冷

にぐらされなヵヽつたか．そういっ八何が悪いよう４｀ど､吼Jなﾌか

つたか．といろんな｀質問を悪者ｊん､に対して．病院に凍几時ど、

そうですし、Ｊだ一般酌にアンヶ-ﾄをしマ調査ｊる耕同

心わけマ･オ．要するにぎ者の方夕ら患者さんの方に聞く匹ヽう

のが普段行なわれているのですがレ姉7この報告書(ｱ呻７は逆

に老者jんが医老いヽ、あゐい拝薦に対して思っていること

を調べ‘だ(ｱ)で寸．それでヽ恵者jんがべSヽ、自分建の病気にっい

て知りかいと思っているという口が、こ口内容７す．この対拿

はSLE.強皮症､筋炎７･3つ

(７)疾免に銚すマ．それぞれ質

閃しマあゐのマ･すが､だいた

しヽ同じような回答､知りたい

ということは共通して出マき

マいるよう？ヽ寸．まずづ番ヽに

知りたいことは､病気を悪く

23

〈匙希さんが知りたＶこと〉

　

(D増悪因子

　

②ステロイドの副ｲ乍用

　

③運動量r作茉量)

　

＠啖牙疾患

　

⑤無趾塀眼死



哨'る因子'(増悪因子Jという､7)は何なりが．次にステロイド(ﾌ)

副作用．ステロイドを伊っマいゐ５Ｌととヵヽ筋炎の悪者ｊんは．

そ(ﾌ)副作用μどうび口がとしヽうことマヽす．それがら３番曰に運

動量､運動量という叫乱生浙訓収岬)中八緋芽量にヽう言

葉ヅ書いマ卸ﾉま寸が．ど剛聊7ま７働しヽマリムヽのからヽう

ことだど思しヽます．鯉随には歯ですね．､ﾀ番臥これまちよ

寸突だ出マぐゐような球じ７･寸けれどし患者ｊんにしマ

叫眸に大ｊな問瞬７老葡匝7韓壊死．これが悪者jんの知

りたいど思っマいゐぎ大項目７･す.それ以外にふ疲っかあゐの

ですがず．丿/｀なくなっていま寸..それで、この患老､ｸﾞんが知

りたりヽと思っマいゐこどとバ胴EM研一ママ哺る生活指導とし'

うことと.jりる意味で･つなが'つでいゐのマヽはない)ヽと思ってこ

れを出し１した。これは国立医療でンターマブ鴫郷駄j2)会衆

京支部。に加入していゐ患者ふんマ調ベマいます

　

増悪因子、と･の病気にどうぃけづ事が思いやヽ。それからステ

ロイドという(ｼﾞりは、ＳＬＥとかヽ筋炎には無くマばならない薬な

(7)７すが、この草を飲ん７ヤマじろん４ﾘｲ乍用につり了知りた

い。具体的に知らないために､本凍翁療に便っマいる草であゐ

べき乙のを自分マ･勝手に減らした巾j=め斜ノしマ、元々(刀病気

を悪くしてしまう、そうい、たこと６起こりうるわけ７す。で

すから葦の卸乍用ということと)悪者さんにはよく知っマおいて

からって、副作用ひヽうこ乙(刀逆に重要性を知らなくマc訂泌

舛



だということ７･寸．

　

それから5番目の運動量マ･オが、しヽわしりゐヌポベ/とがヽの運

動量７ヽはなく、自分７希庭内田主事とヵこあゐいはどこが八出

がけゐどか、そういった運動C7)レベルマヽど｀こまで可能かという

ことです．

　

それから牟番目の歯７･すが、こ(刀歯卜ヽう(ﾌ､は私達から見ま

寸とこんなに高いランクに入っマくゐ乙口がと泥う(7) 7-すが

患着ｊふ自身にとぺは非常に大き碑髄７ヽ、械歯をしマりよ

いかとか、それから入れ歯を沓じと書いて抑ﾉま寸（こかば

澗体的にどうぃう吋容がよく解らないのですが、自分Gり病気ど

の男系マ脳んでいるひヽうのが恭構あげま寸．こ叫ｷﾞししヽ内容

についマμ書がれマいません(7)で．もし北海道の膠原病ﾌ如喰

で北海道の恵者ぐんはどうびのかとふヽうこどをJ調べ'マJ4マ、悩

みを明らかにして．それにどう答えていたらよいの力ヽという

ことを考えマいった方がＪｕヽのではないφヽと､思しヽま寸．

　

それヵヽらぎ番目の無釦測NI死とｕヽう吼まＳ乙どの患者さん

に卵しヽのマオ．ステロイドを長期にｲ5きっマい/ｕノオる患者さん

でだしヽだし今い刎状腿烈酬既７･す.股網節(ｱ､どころ(7)骨が

血行障害を太こしてつぶれマいくＱ７ヽ寸が、ひどい場舎には手

術をして人工関節と入れ変えなけおばならなしヽということがよ

くあゐ(ｱ)です.私達が卵患者さんでれ冷名．そうぃづ謡

術を受けた人がいＪす．きっとこれは患者さんの閲で大さ祠

２ぎ



題どな･､１ヽ.1て．自分μどうなゐのだろうと.いっμようなＪ己

かよ叔く;;り方にでiた理脚なのでばないかと思う(Z)です．

　

そわ以外にば.粕婚だとか､妊娠､分娩．あどは職業Ｑ選び

方と.ﾂﾞりヽ、６う少し病気そ(;り乙CりとλヽうJ:りば実際口自系7呟活

にかむ｀ヽわっマいくような問題く;りよ･う７･寸．

　

次に簡単にお話してしヽこうど思し･ますれ強剛症と.いう削ま

ご存知(7浸Lり虜膚妁靫なって．関節がちょっと曲げにべな

ゐどか．あゐし｀ば口を閉けにくくなゐとぐがっ番勿いわけマ･す．

だんだん進んで心ぐと硬いのは皮膚だけでばなくて内臓c7)方

にiり進ん７･いくのです．この内臓という以ま．大事なところで

言いますと』徊方炉ﾉし謬くなってい．て肺線維症ひヽうよ

うな状態､漣んでいくとか､㈲と慧系食道紳吋し動きにくく

なり広がったままになる、声)ゐ叫μ湊りにくぐなゐどいう捕

邨疎隔起こりま寸．それがヽら腸昨砂石心副動さが鈍くな

ってｲ耶扮ちになって．ひどい場台マ･すとjO日か･それ以上乙

梗<場合慨ありうゐ(ﾌ)です．この絢宛足につしワば．特勿莱ど

いう(?〉は今北ころ無いので寸．ステロイド靫れマぴまっさ

りした効果は兄られません皮膚がまい珀但場含では、たと

えばりを開し拓(ｱ)に不老防ガと.いうような渋、が知ﾉますが､あ

る燭賀我慢しマいれば何とｆやっマいけゐと叉います．しヵ、し

腸の動きが鈍いとφヽこ肺叫細北鳶進んで咄吸が苦しくなると

いうこと.になりＪすと．やはり草を含力だ淘船庫溥になりま
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イ．まず抑減債でμ.旅喊維化を抑えゐ充勅靭さ目を跨

っｸﾞ謙ひヽうのは無い?)です.現晰仙口綱雑症薦急に妬心

できた.ような場指てはステロイド徊吏っ糾ﾉ、あるいばりウマ

希にｲ更う[]－ペニシラミンをイ斟たり々ゐことはあるので寸け

れどし刷到それをくい止めゐ治療法し撫しヽのです､酸素の

:取り入れ夕非常に少なくなっマいく(刀乙酸素療法とかそうしヽ

　

つた灼歪療砥に尽さてしれヽJすi医師の立場としマも．非

常に難ししヽ本当に奪病中(ｱ･難病と考えマいます．

　

そ(;り鮑胃腸(ｱy動きが鈍いひヽうこどはにの病気の方は経

験されマいゐと思う(ﾌ･です気冲はり通じを常に良くするよう

に考えマい汐なければなりません．

　

乙うひとり．むっと一考的で一番勿い衝初E儲肺iはレイ

ノー現希々･寸.指先グちょっとしたわ剱｀‘白く４｀て血行障害

縁にしていく．そんな状態が非常に起こ･肺れヽ.膠原病の

中で一番、レ仁/一症状ロ)出現険要が高い病気マ廓りて･、量う

ぃづこ状態をμこさないように寸ゐこと鰐一番､自分むヽ7･き

ゐ最む重要なこどだと思いま寸．

　

皆さん、ご覧になっている8ページを兇ていただいマ、それ

に添衣強皮痴?)ことを考末マみたいと思いま寸八軽症.中

尊症､郵至ｄりに書いマありまづ.判定基準ひヽうどころが｀

ありま寸が､だいたい起こりゃか症状とｙうふうに受け取っ

ていただ叫以｀よろしいとl‰ヽます軽劾妨7･寸と腐膚の硬
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化のみです.2番日にレイノー現象を伴

指が循先が斌くなるいヽうこしです．中馬鼠(ｱ)方ではそれが

乙うケし謎々7≒先程ろあ話しましたガト進硝釦)内臓病変、

それヵ｀ら指が絢縮々ゐ．拘縮ひヽう朗まちょっと凛ダ硬くな

ってきて曲ったまま神びにぐくなゐ．そへヽうこどで竃漿膜

紅これは聊膜炎いヽ心のう膜影そういったどころに炎症

を起こしマ水が貯まったり.熱が池か吋ゐひヽうこと７寸．

重症.はそんなに頻度としてはたぐん無いと思うＧですけれど･

ひ/じ蓼や腎貳､そ航ヽつたどころに障筈が遼んマｔヽく、/食道

Z,動ｊが悪乙なって通り炉片し思くなる、一番最後のワ番に難

治柱皮膚潰瘍と書いてあ削ま寸がヽ、こ蜘抑はり血管が部曾っ

て血ｼ勅使μなくなって、双膚が遭庫を起こしマツ＜としヽうこ

とが起こ小(り寸いわけ７胤

　

ですからこうしヽう起こり岬すい症拡に対レとつうしたらよい

6りかとしヽうことが蒜単裂貧ひヽうことで、ここに書いて郵は

浦芦､弑局一般的に､測陶物か安静廼睡眠を充剔辻ゐ.疲

れを残々ない、それから適当な運動を毎日行っマ運動不足を防

ぐ．量しマ全身(刀血流をよく寸ゐ乱'うように、筋肉をある程

度萎縮というか細<な・マいく口を防ぐ巳ヽうことが大事です．

　

参事につしマは充分に噛ん７ヽ.消化(;りよい石(ﾌ)や通じがﾝつき

易しヽざ､のを取ゐこと.が重要マ･す．

　

誘発因子ヒいう(刀は病気の増思因子Ｑことでオが､寒い践ま
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血液ヵ｀ら(7)熱勅拙しる１ヽため1;ﾐ血管妬縮ヨゐわ･竹･溥仏癈

段から血敵)流れが悪ヅ､の場治､tj､更に血苓沁㈲言ることに

む廊廊り循環が尼､くなり．レイノー現象廼チアノーゼ瀕起さ

てくゐわけマ寸．そぺヽう状態を繰･胞しマいゐと、ぴどい時

には指先に栄糾問;を起こしマ潰瘍ができたり.がぎそのむ

卵)喘まっマしまし血陶紐起こしたりします．

　

そ≒ヽうこどがらひ季節ク)変わり目などにＭ漸せず寒

さに充分沈を寸ゐことが大で麗すこのレイノー現象μ強皮症

に限らずＳＬＥや筋炎でびにりうるので．同じ棟に法む砿

要マす．

　

※サーモグラ７イーにっいマ

　

すーモは熱で､ゲラフィ一ば図(刀ことマ寸。溝度叫塹いを邑

でテレビ仁写し出す装置です。それを応用しマ体の表齢7)満度

を測定しマみたわけマ･寸．
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今働私建が行った右牛としマはl3'CQi水に1分峰町手をつ

けが

患老さんだけマ･なくに1哨叱､芒われゐＸ､にむ同じ高験を行ない言

した。その粘果､ｴ£常なλマ･は1(:冷位マヽ元1涙るがl膠原病ネ

レイノー症状を将。マい糾パ綸先に濤噂が々･事たり、マヽきた

ことのあゐﾒ、の場合は斟ﾉ妁牌に恩く、肪かりても元に戻

らない人もいたわ1竹す。･そ(z･こと:から６つ衆知嗜と元1涙゛

オカ炉かなり落ちマい乙寒2鎚避けることがい痢嗜切め

よくわかけま寸。

　

●皮膚筋炎夕溌性筋炎

　

主に15される都位は筋肉７すび.そ(ｱ)中マ･む何に逝拉筋､オ

なわ研扮らよ.､膝ヵヽらよc7,筋肉が啖症を寓こしマ痛くなった

り力が入らなくなｙ糾します．それに対すゐ湖療とし宅蹟4

腎皮質ホルモン式哺劾マ寸が､病気が落着いマさてから凍の減

量睨t方が難し<、両発しや寸しヽために慎重に行なうことが大

切です．

　

鳶老さんにとって気をりけなければならなしヽこ乙しj、筋カグ

回復しマくる同期に筋力が庶雄寸ゐ以よに消費さ池なしヽこｔ、

･4なわち疲れを感じるような運動ば避けるこど７寸．

　

食季にべヽては高蛋白質．ノリシスc7)とれ九･るも昨ビタ

三こ／バ:ネラノレなど･どﾉ筋内必収縮刀を高める7凶に重要７々、

3/



誘発罰子として激しい運動により病気を再発させゐこ乙があゐ

の７≒そａようなことは絶対に婢けゐことﾏ吋｡普通(刀人７･6

マテノソなと勣激しu蛭動によりＪ:旅中(ｱ)ｃｐＫがよが｀ると

いわれマしヽま寸が、それが患着ざん７･すと、激七心運動により

ぐ(らに酵素が漏おマ筋肉が冒されマいゐことがすぐにかノ諮

本

　　　　

注)：ｃＰｋにりいマ

　　　　　　

筋肉の中に含まれ乙'ゐ酵素のことマ･､筋肉が

　　　　　

冒されゐと血液中に流れマきマ血液を調ベマみる

　　　　　

と高い値がでゐ。

　

★シェーグレン症候群

　

生湘お痢挨針にベロは､厚生省マ･はまだあされ九ヽＪゼん．

障筈弟立はβ勣口腔など々･涙(ｱ)出る管や唾の出る管に炎μを起

こしてきます．

〈眼に・ついて〉

　

涙は角膜必表面をなめらヵヽにしマゴミをJ17．Ｍﾉ、傷癩寸か

ないように保護したり．また感染を防ぐなり)働きをしマいま

１．従ぺ涙が出なｕヽと．ます眼漓膜畑表釦４耀寸きま

イ．そうすると楓力に影響したり､茄膜の炎症を起こしやすく

します．また八万しヽどかかゆいなビ匈定状がぬるく?17･、さら

にこ溥っマ傷をぺすたりします．･そ(;りために遼期的に眼科を受
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診じてゑ眼莱糾

感じ易い状態になっマし啼必マヽ､強い東丿激を受けないためにも

まぶしし時ばサングラスを便用ずるようにして下さい.

〈□§IEについて〉

　

唾液は口の中に入った物をさらに鳶とし易くしたり、虫歯に

ならないようにばい菌を防ぐ秦ｊをしマリ‘ま１．そ四彰齢拙

にくいと虫歯↓乱なり易いので慟加略療をずること、冴して

常にロＱ中を清廓こしておくために．うがいか剱ｂ軋４がき

なと泗がヵで寸．

　

シ、一グレ醤礦眼り場包頌

ぐ犯匈膠原病と㈹緒t実こてく別易合が印Ｗ)マ･､(６との

病気)十(シェーグレン淘浹群片いうことマ合わせ雌座自

身Ｑ対策を考えマゆがヽなけ粕八ヽけません．

　

ｔ堺原病全般色適して

　

生奈縛として獅吐剤3錯に拶しマいない陶町う方り

重要だと思われゐことに莱がありま寸．

　

熹絢馳場合はずL,と葦を飲ん乱ヽが諸さんが勿い乙哩､．ヽ

ますそして2澗飼どがヽ匈震間に一度､通院されマｖヽゐ７しよ

う．そこ７･病院に淀期的にさちんﾋﾞ.ぬゐしいうこと.がま･4大

切です．そ邨
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ことて･イ．･それがｰらヌテロ､イドにつ､、･マで寸が･.副作芹]が恐ろ

しいなど｀の漠然とした不安ブEけで勝釧址めマしまったり、派

らし忽几ないことマヽ寸．そういうことり病気乞ち已させる要

素乙なりうゐがヽらです．そしマ病院を炭わる時などふ現f勤｀

かっていゐ先便:によく相談しマ飲ん７･いゐ草むごちんと連絡し

マもらうことり吽に徊肘寸

　

そのほｽﾞ)ヽ.具体的なことぱき老ｊんづ､ひと､ノについて異な

吹また考えていかなけれぽなりません乱鴉来るがヽiりしれな

uヽこ乙(7)6ダ

　

以よ､病気の特徴乙曰常生鴻マ･の注息点を申/じにおμしま

し た．

　

美
し
い
蛍
光
ア
ク
リ
ル
板
の
募
金
箱
が
で
き
ま

し
た
。

　

難
病
問
題
の
啓
蒙
と
活
勤
資
金
づ
く
り
の
た
め

に
二
、
〇
〇
〇
個
設
置
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ご
近
所
の
お
店
に
ぜ
ひ
一
個
般
置
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
一
丁
五
一
二
－
三
二
三
Ξ

ニ
、
○
○
○
個
股
置
に
ご
協
力
下
さ
い

美
し
い
募
金
箱

游

　

健
廠
保
険
法
の
改
悪
を
は
じ
め
、
私
た
ち
の
柵
祉
、
医
療
は
大

き
く
後
退
す
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
の
充
実
と
医
療
の
向
上
を
め
ざ
す
私
た
ち
の
活
助
は

ま
す
ま
す
嗅
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

北
廊
遭
難
病
連
の
活
助
基
替
を
強
め
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
協
力
会

に
ご
入
会
下
さ
い
。

　

年
間
一
ロ
ニ
、
○
○
○
円
、
事
務
局
ま
で

難
病
連
の
財
政
を
支
え
る

協
力
会
員
に
な
っ
て
下
さ
い



Ｑ：

　

専門医がtつからず3ケ所ほどび）病院をま郎ﾉました｡難

　

病センターが浙ゐこども知らなかっ几の７て（センター

　

のことについて衰えて下さしヽ。センターで6討察はしマ乙

　

らえるのでしよ巧か。

/し

　

難病センタペ謳療機関ではなく､｢席蒜骸顕会ヽ。iりざｰ

　　

めて、現在2ぢの患者似礎合体淵喝局となっマしヽる所で

　　

寸．そして事務局口)申に楓剣F力噛り．毎曰げ]～金まで

　　

げ00～|ﾜﾍﾞ:㈹病気や年金､福祉沸･｣度など切相談やアド

　　

バイスをおこなっマいまず．

　　　

その参会議室は悪者会､痢同姓肺などの会議､講演

　　

会.石醐会など1湖用していただい７います．また､宿泊

　　

施設乙卸ﾉ、普通(ﾌ洙館などぶ晒安ぐ入院待ち通院

　　

御見舞から患者会など妬ヽ会ヽ.岡拝会と幅広くご利用い八

　　

だいてしヽます．

Ｑ：

　

度々、風邪をひさまオが.量れ湖戮吟と.関係あります

　　

か．３ヶ邱糾凱釦夜検をで膠凰病と吝われました.初め

　　

聊畝れま3沈くらヽの勲が出マ、身体のふしぶし､と筋肉が

　　

痛くなりました．

お｀



/1:

　

膠原病の中マ･もどういう病気力ヽということ､がし番穴切７･

　　

す｡病気がどうであるか、づ寞きちんと瀬査した方が良い

　　

と思います。もしその病気７≒それに対する治療を行なっ

　　

マリなけれゴレ感栗乙頻繁卜起こることが考えられま百。

　　

それび外では、あが動)ウイルスの感梁で筋諒跡勁凍く

　　

現われる場台ヽごJあ･ﾉます。

Ｑ：

　

ＳＬＥＹシ２－プレンカ侯群にな･1マ３年になりｊ寸．

　　

パロチンを飲んでいましたが､効丿目がなく、ビソルボｙ

　　

を飲んで占硲とはおﾉませんでした．常にロの中に潰瘍が｀

　　

できます.外用薬乙効かないようで百．ヌテロイ心5一時

　　

孜んでいました匹特に廊りＪなかったようにむヽまず．

/1:

　

シェーグレン(ﾌ)畑療に閲しマば非常に難しヽ問題です。

　　

北大７･ざノビヽ/ルボソが良いということで汐Ｃ教鉉視感ｊ

　　

ん□2錠あゐいほ9錠くらしヽ洸って調査したことがぶりま

　　

寸。涯凍なデータベフ)集計はまだで寸が｡梗っマいか途中

　　

での印象としてば半分ヽぐらい口人が勤しヽたようです。また、

　　

飲んでいゐ咄丿感じなかったが､々めゐと思くなっ八のｙ

　　

や山ﾉ飲んでいた方が良しヽという人乙いＪした。そんなこ

　　

じから秒少印く､は救えるＱでばないかど思ってしヽ了す。

　　　

それで効果が現われないんこついマば、人工嶮液とか、

　　

常に酸っぱしヽ物７刺激を与えマ噫液を出寸など切対症療法

3６



　　

し炉あtほせん．

　　　

シェーグレン(ｱ哺乱ヽ､そく刀こ乙だけマ命に問題はないの

　　

で．ステロイドＵ普通梗しヽません.飲んマ動ぐようであれ

　　

ば勿少便って６良しヽ６鴛います．

Ｑ：

　

今年・３月高熱が出て、そ(?)癒に臓が痛くなったり、足

　　

から先にかけて痛くなっり)、＄f-Ｑ)中がぴノリルぴﾉ．

　　

口の中にお７･きがでｊた.りうノンパ腺蛎瞳利た･ﾉと毎日遠

　　

う症状が々ヽました．２回目に熱C咄だ時に膠昂靴り疑い

　　

ありと客われました．

　　

草を飲むと異常に食心願７，あおﾉ恐ろしくて自分予

　　

奪を止めてしまいました.角隻はそれマ･おざｊつマいマ、

　　

普通哨E:活をしてぃ１オ．

　　

夏とかストーブ必時期になゐどほっぺたが赤くなり、う

　　

づく浪じがしJイ．これり鶏哨と関係あるの７すか．

/1:

　

Ｓ乙Ｅに閲しマの皮爪践粧紅斑糾吽に有名７･すが、

　　

こ鯛ま蝶の型という意味では奴、鯛勣型の領域に特殊な

　　

脚劾咄ゐしヽうこと７･す．そし７載虔の劃と７赤ぐなる

　　

乙Ｑは、ます建うと考えてよい７しよう．ただ、皮疹がそ

　　

うぃうことによっマ強く､がるということは考えられますの

　　

マ、きちんピ帛'¶l的に診マ６らうこと珊謹り叱思います．

　　

謀めゐ恵暉７は､皮膚の組繊訃弟いて特鰍潔査をす
,3７



札jJつさりします。ヌ．Ｓし巳哨場yａヽ、康疹がｉていな

くても祢靫崎扮７＆わかゐ時ぞ/卸ﾉます。

　

食欲に関してですが、そＱ薬がステロイドマ吻れは量に

とﾉよ･ﾉますがl異常に御知喘進不る場収まみﾉます。ま

ずヅその病気７ヽあるヵ、どうかの診畔と、々の時G沸状がど

(ｱ)薦度な(刀かをはっｙﾉｊせ冶ことが大事かと思います。

　

散科書的に言えばしかなり印し嘔を続けマ飲んでいマ急

にやめると、人によっ７はショック状態と麟高熱が出る時

乙あります。やたら増やすことり、やめてしまうこと?5よ

くありません。れれﾉ本釆は医者の指示に従っマ價むべｊ

乙(ｱ)７寸。兼をやめマいる時につ度鳶已があ

病気(ｱ)疑いがあるかどうか検赴した方が良い７しよ仏

Ｑ：病気ａ薦廣を知ゐそJのと.しマよく補体価)としヽう言葉糾

　　

出マさま寸が.耗淋価)について激えマ下ｊい．

月
・
・

　

柚本とは紅鮭･の蛋白(ｱけ瀦７≒夕図ら何かが入っマき

友

に閲しマいえば.補体炉Fがゐということは補体糾乍ゐ方

もお巧ていゐということです.それから邸分爾吹棺に対す

ゐ款体がかなり沢山出るわけ７、･それに対し刊朗唱糾粕

合物がでさマ、それと榊廠べ．ついて袖恥硝費される

わけで寸.病気マ薦原棚橡暗物が々ヽきか九試体を処理

､忿



する鳶程碑附がりヽなり消費されると．病気印辞､脚励ヽ

なりあるとみなしまず．その時に弟靭抵いといわれマしヽ

ゴオ．しかし、補体塀乱ヽヵヽらとしヽつマ必ず懇<なるとは

しヽえまゼん.袖本が下鳶る原因としマは．消債されゐこと

だけマヽ下がる人もいるレそうでない人むし､ヽ心からです．

　

またづ楠体はｦ眸に動､き易円5(ﾌ)７』鯉吋るま７に舌

住化レマ低くなっマしヨう時ろあります．また低しず態

マ･あっても変わらない入るいます.膜査汰によっては見か

けよ､低くびっマいる可能絃ぞ5考えられるの７．ひどつ(7う

目安として他のデーターがビうで函るかを充分考慮に入､れ

ゐことが大切７す.擲拉けマ考える場合ヽど､.病知遭く

マ低しヽのか、乙と乙と低いのヵヽ．ヌ、淑療によっマー度ば

上カへたかなどが問題と飢/ずす．

Ｑ：

　

ＳＬ£･;り妊娠.出産につしヽマお明きします.寛解期には

　　

可能ヒしうこしですが、ステロイド旅昨いう(;;り哨跨ん７'

　　

いる期閔は閃係ないの７すか．体内に蓄積ざれゐというこ

　　

ども閑しヽだ(ｱ)７･寸状．

痢

　

翼解期(刀脳官いうのば止めずに．むしろ維抒蔓マ知眼

　　

出産した方が倚愈々ヽす．ステロイドの胎児に与える影響は

　　

ほどんどないと考えマよしヽと思しヽます．

　　　

エンドキサン．イムランなど印毛疫浙穐㈲jしＪステロイド
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と併用オゐことにより．最俐1白尿の改善を見たというこ

とでず用ｊれマじｊすが、そ(ｱ晩疫抑制剤とかD－ベニシ

ラ三又金剤などば、やめマ６ヶ月ぐらし｀過ぎマX)｀らび)方が

　　

よしヽとjlしりす．

　　　

ＳＬＥ仇みに筧解期がある(7りμ、そうしうことがありう

　　

ゐためで、コントロづレがよくなさわマしワ維符量(人に

　　

よぺ需要量は異なる)が決まっていマ、腎臓切障害も軽

　　

い人でヽ．さらにぶ共を強く希ダレ剤?1に関しても仔祗を

　　

育てられる環境であるかとヽうかなどめ糸遊が必要になって

　　

きます．あ抑策摩必危険を匠

　　

産みたいかじしヽうことが最石重要になっマくるわけです．

　　

危険を冒すよりは､避けた方爪よいというとしもありま寸．

Ｑ：

　

ＳしＥの患者は遣云的な要区]がある匹ヽうことを本７ヽ読

　　

んだ(ｱ)フガグ、それが季当窃刻り塙しヽとすれば､出産に

　　

ついてとヽう考えればよい夕)７寸か．

月：

　

統計的には諏実に遡云すゐ炉どいうことは認められマ

　　

いません．しかし、血c;りつなが｀つマしヽる人といなリ人どの

　　

統計を比較して見ると、発症率は高し､ヽの７すが、それ痢こ

　　

質などのわ炉らないことがあるために．はっきりしてしヽな

　　

いわけマヽす．この病気にｽﾞ)ヽヵヽ小9すぃ素因ばあると思ヽしヽま

　　

寸がし原因がはっきりしなし以上､確実に毫云r4Tゐどしヽう

卯



ことばいえません．これから(ｱ)原因究明にヵｙ・てくゐと

思しヽます．

　

瑞絃切時朗が珍が)ヽったことZJあり．揃僕生にμそ(ｧ)ま

ま残づいただｙ羽談会切2部ﾋﾞしヽうかたちマ場所を払儀室

から縛修島冷しマ!訟のﾔﾛﾏ但串おＪした。

　

■･｢･f'F ●'゛　　　　　　　一
片獅肛出され｡和やが焉ま囲気の中に乙真犀じ痴漬が伺われ

たびと時７･した。

　

ここに. ^(7)中から主な質問を２､３ご紹介し１す。

Ｑ：

　

遡i喩ことにつしヽマもう少し具体的に衰えマ下jしヽ．

淮:、遭伝としてみると．ないわけでは珈ﾉません．和知中

　　

に犀鳥初人がしヽればﾌﾟいなしヽ場含より確率としてぱ高い

　　

としヽうことです．

　　　　　　　　

上

　　　

北大に|卵生ﾇﾇ生児Ｑ男女が|組すっいますが､男性は

μ/



Ｑ

兄だけがＳａΞマ≒弟ば絢赤反応cりみ卵生７あとは正常、

刺生の方は２ﾒ､とぞ)がSLEです丿卵性双劉巳の場今は

ＳＬＥになる廓執ｺﾞ6朗ぐらい７ヽ、｜人がなると普通はふ

年以内にろうj/く､む発病すゐと.しヽわれマu･ます．

ま几勁唯双生児の場飢ま廓4くらいの庫率て■｀．

：

　

廊鮫涙痢如こしt y

/1:

　

こぴ)質問は実際1こ血漿交桃去を行なった患者さんからで

　　

たかｱ)７･す。こ(味法について今７･6色々と謳議をよんで･

　　

し1るこﾋﾞlｒので、先生の即叡瀾lt竹、北見赤十字病院内

　　

科部励)刳祠彦剋tがお書きになった「症例にみる全身

　　

枚£リテマトーデス(7)彭断と尨軋｣という本。中がら掲載

させてしヽただきました．

　

血漿交換療法

　

この方法は、irii液に流れていｉ抗¶本のような物質が生体4こ恕

さをしているのであれば、lm疲を交換して介害物置を除去しｔやれば良いので

はという允想に甚づいています。確かにこの方法は魅力的なのですが、最近で

は批判的な意見が多；出ています。第一に他ﾉ､･､)血友121を使川するので肝炎と

なる危険性があること(10％前後)。さらに７恐的幼眼はあっても、すぐに増

悪するii向か出ることの２点です、ですから√二ｊ)方法はパルス療法で効果の

ない例や、それと組み台わせて使川するかのど刄らかです、私の所でも最近。

血漿交換位法をやり妨めましたか、ＳＬＥで'はこが方法を川いなければならな

い症例;こはお印こかかっていません。

　　　　　

一

　

以｡1ごぶﾉj法はhn助的F段として川いられますが、治療の原UIμ・テロイドです｡

Ｑ



Ｑ：

　

私速は月に1～2囮の通降確z測爽査ヽをし７いますが、

　　

その部果についマぼ角牢的に明かされマいません.参字的

　　

に知ゐ/吟要ばないのﾏヽしようか．そしマ．正掌函てつしワ

　　

む教えマもらに白分と比軟すゐこど周祭蚕お帥よで大

　　

切だど思う(乃マ寸が．

ポ

　

昶査汰によっマi5磋が遠うのでづ統にはいえません肌

　　

正県破についマむ寛え7おいたかないでしょう．ただこ

　　

閲遠つマ覚えないよう気を

　

こC7)他にμ｡補体だけが異常７･ヌポーヽ鴻ヽどよく動ｕヽ八β秘

方馴動な〈、静y)ヽにしている昨7〉方が悪しヽひヽう人の知明に、

屠段激し丙鮪μJ避けゐようにと指導していら。しゃる先生は

少々固った祥子７･、生麻だ態がきぢ叱しマいゐことは大切マ･

精獅㈲｀緊張がれヽ場拾と､悪しヽ場合があるC7)マ･、はっきりし

たこどはいえないと答えマしヽらっしゃいましμ。

　

また、主治医が患者(鳩洸とは閲係なぐ傭わっマしまに浪

療ど､パラパラでと不安を訴える声も聞ヵ駆ました。

443



　

私が無限になって早|年聡あっと.しヽう間1滴ぎ々行さｊ

した.何かをしなけれまヽと焦っマみて石仕方がないことが､最

近よう々くわかってきた(ﾌ)が正直な気持でありづ年牛冲っマ

ｊだ成果でもあるようﾏ吋．

　

それであれば､友(ｱ喰剖目的７ヽ6卸ﾉ、また私旧紬俵にな

った瞰こお約求した「会員の皆こtんとの交流を深める.｣という

こい、ら焙めマみようど思った口７･す．そこ７前句暉ジ)寺溝

ざん貳始めの須(旺和昭剔2月頃坪

暇を見つけてやっマみることにしました．

　

会員と疆すゐことば､交流乞粉)ゐと同時に会員リ1ヽ老婢可

を望んでしヽるのか､何が言しヽたい(乃かを少し７義哨陣て･jマ．

とマ石勉強になりＪす.才漓ざんはその当声知ことをｒ会員宅

を訪問レ几だ手を取り冶ヽつマ泣丿合っ鳶という場面るいくつ

ｽﾞ)膳&感しマいゐ．･Iと語ってしぼ寸．

　

あれから日年．医学(ﾌ漣歩によ吠ただ手を取り合．マ泣さ

合うという場面は翼られな｀くなりました．で祠励助凌逗が叫

ばれマいる昨今､別のね柳泣かなすればならない時期がくる

り７ヽしょうか．し'しヽえ、泣いマいては問題ば解決しな｀いの７･菟

　

会員訪問を通して、その会員の気持を他の会員に秒少柳ﾉじ

4



謔沈るこどが出唐汽ｆ､離がマはい四通じるぴ)があり、

会知)軸び泄って行くこに思いｊす．

●･ﾀ9.9.S(i二)

　　

ぶ9.8.29t恍大才１内科に入院した戸･Ｓさん(ＳＬＥ廸初

　

めマ訪問.昭和き2年に発病以来、ヰ濃曰の入院.入院前か

　

ら蝶型紅斑が｀出ていマ．血液棟査6ケしすづ悪くなっマい

　

るしいうこ乙フジヽ碗.現在プレドニフ30叫まで増量．

　

本χ､はとマ石胡るぐ笑顔を児マいると逆に励おれ心貳じ．

　

刃哨呵頭壊死について知蔵が全くながヽつた(ﾌ)乙症拡

　

そＱ杷ぐ7)こどについマ話をし、生弟医に湘談してみること

　

とごすゐ．

●･59.10.13は)

　

厚生廊叱内科にＹＮさん(SLE)を訪問．

　

初めは呵抑瓜(ｱ唆形が激しくその為政台療匹ヽうこ

　

とで入院.その後肺に7励町留まっマいるらしいどしヽうこ

　

乙でプレドニンを30叫に増量．つ屡は27吟に減｀つたが゛、

　

和尚為また膚量．現在は27呵．コートロジン２を

　

ｲ更用したいと先生に言われ７いる外思案中と(ｱ･こと．

　

犀く遅院したい気持と漸査結翠がよくならないことで不

姑



安そう．焦･ﾉ石見える．主治医ととﾉう少しじ・くり創沸ﾀ）

りくヨマ俤しかってみゐこととする．

●・ﾀ?. (0.15 i月)

　

再びＦ･Ｓ､ざん訪問．

　

プレドニVO)副作用を気にしてか少ヽし痩せか

　

娘死についマばま凭返に相談し/ふすぐ整形外郎價診

　

させてくわたと必二とマづ知叱ころ特に異常なしという

　

こどで命じ．あまり食べないこじ６よくないくｱ･了ヽ、ﾉ汚ｙ

　

ス(ｸりとれた准事を/じ肌侈ように助言．

IS・59.10.20は)

　

勤厨励:珠卯完内科に丁･０でんCSLE)を滝本さんと

　

一緒に訪問．プレドニシ60昭より減量中．訪問しｸﾞこ時

　

ばフェルトで犬叫く､形をｲわていた･

　

今中刳年生マ呻学生になってから山学期しが営撮に

　

通つマいないとのこと．笑語と教学は勉強を教えマくれる

　

人がいるが.早く学校に戻りたいと富っ九ヽ穴．

　

４人鵜墾(ｱ)中７罰無代(7)人がいなしヽのμ報しそう．とにか

　

く頑張っマ刄く病気を落ち弟がせて学愉漣えｔすように．

μ6



V S9.12.13（木）

　

再びＦ･Ｓかん訪問．

　

の月邨腫神祠屈がよぐならないとソうことマ･、渠院

　

が|ヶ月廷び九ヽだが､12月影凛院決定．

　

これからますます寒ごに向かうＱマヽ.湖院しマ乙あまり人

　

混みGり中にば行かないようにま意した．

　

これがら6会員訪問を続けマ行ぎ心ヽと思ぺいＪす．

　

今回ﾚJ入院中の会員Ｑ方忽ま仰ﾉでしたが｀．これヵヽらは会員

宅へ6訪問したいと考えマいます．

　

ご意見、ごあ茫総和ﾉましたらお知らせ下ｊい．そしマ私と

刈

μ7



口⊆≧ ⊆⊇

　

去る｜月20日.函館で２回目政新年套が開ヵｙｊした．

　

新年草々、耽本和忠さんの結婚発表があ庄新年蚕にバヽさわ

しルヽあ目出たい話題となよみんな｀を喜ばせマくわｊしか.

　

「私､小牡ヽ須がらオテシバでか阿盾遊びが大好ｙ‥」と

客っマみんなを面白がらせマくれた、○さん．

　

今7･はすっがり病気も落ち着き、いつむ友印f励催し物に出

席して下ざゐ、丁さん･

　

今年は小卿幻年になる、れい子ち4つんを連れマ元気な顔を

見せマくれた./りyん．

　

などに祝福され励まされマい几秋本さん(?)幸せそうな笑顔を

見マリマ、函乖刀友の会Ｑ和ﾉ方が｀これを期に、大さく成長で

ｊゐ時が末たように､思いまけ二．好きな物を食べJ、好きな物を

飲み､好きな話をして約卜時蘭半.以前れ卜弘と気楽に一贈

の外を逝ごけふたちは､緩かくなづ妨又会いれようど

言ぐて会を終わらゼ:ました．

　

友の加算まりダー・)の楽しみとなれゐように．函館は今年

みんなマ･頑振りＪ寸．

函館,扇田

吋一一一



去年の７月に亡＜なった高島Ξべ7子さんのご遺栃7,方ヵヽら、

ご布寸とともにか雇なTお手紙れ,ただきました。

　

゛|･SIIIll中lll･－1川呻川1糾明liiHh-iill卜i'iil|ii>-^>>i1ti≫H>>iiii)ii>i^-anitN-o-itlllPM|H川帥白
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べ

印知皆様母が存命中秀殤泄話に勧ﾉまし

こ

ド

１

ありがとうござりました．昨年ワ月母が｀亡くなりました

　

｜

？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．．≫
-
M
]
|
|
1
l
≫

r
i
i
i
-
＊
-
≪
i
i
i
n
i
-
*
i
i
-
i
i
i
i
一

l
t
h
≪
-
*
|
|
|
U
i
-
4
M
i
r
|
|
|
i
-
＊
^
I
R
K
'
4
M
<
|
|
t
l
≫
≫
4
t
U
i
≫
＊
≪
n
J
H
i
'
≪
^
一
l
≫
-
＊
-
f
l
一
一
l
l
i
>
4
≫
^
I
I
P
-
ｔ
^
1
1
1
1
1
>
-
4
≫
＾
U
I
*
*
-
4
>
-
'
>
t
l
l
t
≫

れ1が･とうござ円七た．昨年ワ月母=が亡くなりました

浙几早速(ﾌ)お見舞をしヽ匹さ唯心ヽ古葉のひじっひと

　

｜

つに私心残坤八者にいて励ましと勇気をお授け

　

｜

　　　　　　　　

㎜

　　　　　　　

＝

　

＝

　　　　

=･

　　

・

　　　　　　

といただきｊしマ、重柏がさねお礼申しょげまで.

　

/5年余則鍋病でしたが〕可濯6危険な痴犬に勢隆した

ことも狐付したが、冴ａ度に匙蜻｀を和ﾉ越尭マぐれま

した仰み剤蛸消Ｍがんぼっマぐれると信じておりまし

払我慢強ビ人マ七だから、/ら年余む生きてぐれ良と思

し･ま浦．いえ､八年ば私どもにとって(ｱ)歳月(ｱ)み７、母

則

ったかと今さらながら思出胸堺甫みま寸．

　

今､必死マ犀鴫肉ピ闘っマいる友Ｑ会7)皆構､母(Ｍト

び芦んばらマ下さゾますようぉ祈り申しょげます．

　

福祉如ﾉ諮マ政策が進められマいゐ昨か冲ﾐ鳶におい

Ｔ獅鴎患者への援肋はｊ寸ま１冷たくしわ痢ご;される

のではない炉と危惧しておりＪＩ．せめて身帽嘩苦福祉

落､ﾌ)適用範囲へと削SF動はいガダなけましたか.何詐･

冬飢ヽ私マ寸が新郷察(ｱ)記事マ葡叫恋着の訴えには釘
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づけになりま寸．

　

膠原痢刄踊油ご欝恥ぶ段に立てればと、大波ｕヽｊ

ｊぐで溥が香典憑しにｲｽﾞ尤マ同封し曹したあ金をお受

げ取り下さいますようお願い申し上げま岑

　　　　　

/994ﾑ年ワ月吽日死亡

　

高島ミヤ子

　　　　　

榔名一全身ぼエリテマトーデス

/9g､5‾年１月

　

高島ひろみ
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m･ｆ､、

私七･頴

　

これはi一脈炒月紙(7)裏につい九ヽる

通信欄です．ここを利用して現在.(刀近

況などをお知らせ下さい．
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◇ﾂﾞ事務贈からの畜知昌せ
聡・丿

･＿t.j

★ご布乱･ただ‘きました．

・佐川

　

昭先生

・河野通史先生

・誂

・荒木ﾏ呼肩

・集り久子瀦

・岩山と曙葬

・谷口啓子霖

・高島ヒロミ瀦

　

/ SDOO円也

　

15,000円也

　

10000円也

　

5lgOO円也

　

＆８ひａ円也

　

1､○○[]円也

　

5.800円也

30.0ひり円也

９窓既面河3ありがどうございました.必E窃～

１新しく入会された剱垂で寸。

・贋尾莫首ｓ

　

ぐｓ唾．

　　

茅綱囁ご町

・今井侶子さん（外船生筋炎

　　

皿市鮮

6'/

）

ｊ



・清水寛子ｊｘ，

　　

札恨お呟

(ＳＬＥ.

・大潭久子さ４（Ｓ乙＆

　　

石狩郡当別町

・大川悦子さん(ＳＬＥ.

　　　

余噂糾町

･爾享糞ｓ，

　　

水慌市耘

(夕硬戎筋炎．

・三瀬みね

　

(SLE.

　　

夕痴随清水沢

ｊ

）

）

が殲齢眼よろしくお厭いいたします.身麹誠ﾀ

i･住所変更された方です.

　

・木村律子,ん

　　　　

札幌市白石区

ぷ2



靭美智八

　

丸怖棟区

・井田美幸ｓ

　　

聡↑泥確報

・阿部徳子叔，

　　

札悍市白石区

り相由紀子心帥姓佐妹）

　　

私邸剱「

･佐妹喪子４

　　

求幌市西区

谷口啓子さ心

　

丿戊市献町

・阿部さんノりなんば滝川.雨竜から札幌へ来マ．新しし’

　

生活を熔めました．気をつけて．

　

他に．住所変更された方は事務局ぐ長谷川

　　　　　　

）

　

までヽあﾀﾛらせ下さい．
､13



＆包2y胞

　

前号を発行した時煩列痢て乱ヽ蔡さ顛勿中で、今号は

なん乙埓凍庫なみの疼､さ卯榊lとなってしれヽました．

皆寸んはこの季節をと;う過ごし匹ヽますか．

　

昨年より襖剣紙など万ぷ知らせしマいますが､今防

また万凍勣鴻謨と現直し岬荊題となってくるでしょう．

　

ごんな胤儲題で幕をあけ赳9託茸はバまたしてとヽん

な年になるぐ7)でしょうか．

　

医学(ｸ)進歩の中四葬祉四知!としヽう輝啄をいっまてヽむ見

逃してはいL恢いのマヽす.今こそ、一致蓮告絢Z要７す．

その為に皆、yんク)お力を貸して下さしヽ．

　

今年むどうそ｀宣しくお付き合ｕヽ下ざい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(こ)

Jl

今年６たくｊん(7,方々から年賀状をいたださました．

と:う６ありか‘とりございました．

､1゛伊
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